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震
災
と
原
発
事
故
か
ら
13
年
目

と
な
る
春
を
迎
え
、
３
月
11
日
に

は
震
災
の
脅
威
と
教
訓
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
追
悼
の
場
と
し
て
、

太
平
洋
を
間
近
に
臨
む
汐
橋
西
側

に
東
日
本
大
震
災
慰
霊
碑
を
建
立

い
た
し
ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
と
ご
遺
族
の
皆
さ

ま
へ
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
労
苦

に
対
し
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

夜
の
森
地
区
を
中
心
と
す
る
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域
で
は
、
こ

れ
ま
で
徹
底
し
た
除
染
に
よ
る
放

射
線
量
の
確
実
な
低
減
を
図
る
と

と
も
に
、
上
下
水
道
や
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
復
旧
、
生
活
環
境
の

整
備
に
万
全
を
期
し
て
臨
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
１
日
に
避
難
指
示
解

除
を
実
現
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

私
た
ち
が
ふ
る
さ
と
を
取
り
戻
し

て
い
く
た
め
の
次
の
一
歩
で
あ
り
、

今
後
も
様
々
な
課
題
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
真
摯
に
向
き
合
い
、

地
域
の
再
生
に
向
け
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
小

良
ヶ
浜
地
区
、
深
谷
地
区
に
お
き

ま
し
て
も
、
当
町
の
目
標
で
あ
る

町
内
全
域
の
早
期
避
難
指
示
解
除

を
目
指
し
、
特
定
帰
還
居
住
区
域

制
度
に
よ
る
除
染
の
実
施
等
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
国
と
協
議
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
お

い
て
は
、﹁
町
内
全
域
の
復
興
・
創

生
に
向
け
た
未
来
志
向
の
取
組
強

化
﹂を
基
本
目
標
と
し
て
掲
げ
、
需

要
と
供
給
を
高
め
地
域
経
済
を
好

循
環
さ
せ
る﹁
農
業
・
産
業
の
育

成
﹂、
人
が
人
を
呼
び
込
む
流
れ
を

町
内
に
築
き
そ
の
広
が
り
を
も
っ

て
地
域
全
体
の
賑
わ
い
を
形
作
る

﹁
帰
還
と
移
住
の
促
進
﹂、
自
ら
考

え
行
動
し
進
ん
で
楽
し
く
学
ぶ
子

ど
も
を
地
域
で
育
て
る﹁
子
ど
も
た

ち
の
環
境
づ
く
り
﹂を
三
本
の
柱
と

し
て
、
関
連
す
る
事
業
へ
予
算
を

重
点
的
に
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
の
宝
で
あ
る
夜
の
森
の
桜
は
、

今
年
も
華
麗
に
咲
き
誇
り
ま
し

た
。
満
開
の
桜
を
見
上
げ
る
多
く

の
方
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
富
岡

町
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

ふ
る
さ
と
の
再
生
と
活
力
に
満
ち

た
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
新

年
度
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

富
岡
町
長

山
本
　
育
男
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特定復興再生拠点区域の避難指示解除
町・国・県の３者が合意

　
放
射
線
量
の
低
減
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
、
必
要
な
要
件
を
満
た

し
た
と
し
て
、
３
月
10
日
、
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
の
避
難
指
示

解
除
に
つ
い
て
町
・
国
・
県
の
３

者
が
合
意
し
ま
し
た
。

　
解
除
さ
れ
る
の
は
町
の
面
積
の

約
６
％
に
相
当
す
る
約
３・
９
平

方
㌔
。
山
本
町
長
は
出
席
し
た
原

子
力
災
害
現
地
対
策
本
部
長
の
太

田
房
江
経
済
産
業
副
大
臣
に
対

し
、
環
境
整
備
や
賑
わ
い
づ
く
り

へ
の
支
援
の
継
続
、
拠
点
区
域
外

と
な
っ
た
地
域
へ
の
速
や
か
な
取

組
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

３者協議において、太田経済産業副大臣に解除区域へのさら
なる支援と小良ヶ浜地区、深谷地区への取組を求めた左列左
から堀本副議長、高橋議長、山本町長

特
集

「
13
年
目
の
明
日
へ
」

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
家
族

の
た
め
、
古
里
の
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
が
懸
命
に
歩
ん
で
来
た
12

年
。
そ
し
て
こ
の
春
、
富
岡
町

は
大
き
な
転
機
を
迎
え
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
午
前
９
時
、
夜
の

森
を
中
心
と
し
た﹁
特
定
復
興
再

生
拠
点
区
域
﹂の
避
難
指
示
が
解

除
。
こ
れ
は
、
町
の
復
興
・
再

生
に
向
け
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト

で
す
。

　

今
後
は
、
小
良
ヶ
浜
地
区
と

深
谷
地
区
の
避
難
指
示
が
一
日

も
早
く
解
除
さ
れ
、
人
々
の

生な
り
わ
い業
と
町
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
、
ひ
た
す
ら
に
前
を
向

き
、
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。



広報とみおか　（4）（5）　広報とみおか

時系列で振り返る2022年

１
月
26
日　
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
の
立
入
り
規
制
を
緩

和
①

３
月
15
日　

移
住
相
談
窓
口「
と
み
お

か
く
ら
し
情
報
館
」が

開
所
②

３
月
23
日　
富
岡
一
小
・
二
小
・
一

中
・
二
中
が
閉
校
③

３
月
26
日　
幼
小
中
学
校
三
春
校
が

閉
所
④

４
月
６
日

併
設
型
小
中
連
携
校
、

富
岡
小
学
校
・
富
岡
中

学
校
が
開
校
⑤

４
月
９
日

共
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
さ
く
ら
の
郷
が

オ
ー
プ
ン
⑥

４
月
９
日
、
富
岡
桜
ま
つ
り
２
０
２
２

　
　
10
日　

を
開
催
⑦

４
月
11
日　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
で
準
備
宿
泊
が
開
始

⑧

５
月
21
日

富
岡
小
学
校
・
富
岡
中

学
校
で
開
校
後
初
の
運

動
会
⑨

９
月
５
日　
富
岡
町
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
稼
働

開
始
⑩

10
月
29
日　
富
岡
町
消
防
団
が
第
29

回
全
国
消
防
操
法
大
会

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に

出
場
⑪

11
月
23
日　
20
年
ぶ
り
と
な
る
東
京

六
大
学
応
援
合
戦
を
開

催
⑫

行政区別町内居住者数（令和５年３月１日現在）　※町内居住届出を提出した人数
1,489世帯（前年比 ＋192世帯）　2,110人（前年比 ＋264人）

小浜
280世帯
358人

小良ヶ浜

深谷新夜ノ森

夜の森駅前北
夜の森駅前南

仏浜

毛萱

下郡山

上郡

清水

太田

岩井戸
10世帯　16人

赤木 本町
131世帯　149人

上本町
16世帯　25人

下千里

王塚
192世帯
298人

杉内 仲町
33世帯
51人

大菅
５世帯
７人

高津戸

西原  174世帯　216人

19世帯　36人

41世帯　57人

26世帯　40人

30世帯　59人

5世帯　9人 中央 269世帯　421人

87世帯　144人８世帯　11人

17世帯　40人

栄町
78世帯
91人

駅前
19世帯　20人

新町
49世帯
62人
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震災の記憶と教訓を後世に　追悼の慰霊碑を建立
　

太
平
洋
と
汐う

し
お

橋
を
望

む
富
岡
駅
前
の
高
台
に
、

震
災
を
後
世
に
語
り
継

ぐ
た
め
の
慰
霊
碑
が
建

立
さ
れ
、
３
月
11
日
に
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
碑
は
、
沿
岸
部

の
仏
浜
、
駅
前
、
毛
萱
、

小
浜
、
下
郡
山
の
各
行

政
区
長
が
建
立
を
要
望

し
た
も
の
で
、﹁
私
た
ち

は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
故
郷
の
復

興
と
再
生
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
を
固
く
誓
う
﹂と

い
う
碑
文
が
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

発
起
人
代
表
の
仏
浜

行
政
区
長
・
原
田
八
十

治
さ
ん
は﹁
震
災
の
教
訓

と
、
こ
の
地
で
暮
ら
し

て
き
た
人
々
の
歴
史
を
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
の

が
残
さ
れ
た
私
た
ち
の

使
命
で
す
﹂と
話
さ
れ
、

慰
霊
碑
を
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。

　
令
和
５
年
富
岡
町
東
日

本
大
震
災
慰
霊
祭
が
、
３

月
11
日
に
フ
ロ
ー
ラ
メ
モ

リ
ア
ル
ホ
ー
ル
富
岡
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
が﹁
ふ
る
さ

と
富
岡
を
未
来
へ
つ
な

げ
、
安
心
で
潤
い
の
あ
る

町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
﹂と
式
辞
を
述
べ
、

ご
遺
族
や
関
係
者
と
共

に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

へ
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
し

た
。

　

町
消
防
団
や
双
葉
広
域

消
防
本
部
に
よ
る
沿
岸
部

一
斉
捜
索
が
、
３
月
11
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
始
を
前
に
末
永
博

幸
消
防
団
長
が﹁
震
災
の

記
憶
と
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
、
ご
遺
族
の
思
い

を
胸
に
留
め
、
捜
索
に
当

た
っ
て
ほ
し
い
﹂と
挨
拶
。

　

参
加
者
が
レ
ー
キ
な
ど

を
使
っ
て
懸
命
に
捜
索
を

行
い
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
12
年
を
前

に
、
富
岡
小
学
校
と
中
学

校
で
震
災
特
別
授
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
に
小
学
校
で

行
わ
れ
た
特
別
授
業
で

は
、
震
災
時
、
富
岡
一
小

の
６
年
生
だ
っ
た
町
職
員

の
荒
木
明
彦
さ
ん
が
講
話

し
、
自
ら
の
体
験
談
や
災

害
に
対
す
る
備
え
の
大
切

さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

ま
し
た
。

慰霊碑は高さ３メートル、幅５メートル。左側には、震災
の大地震で海中に崩れ落ちた沿岸のシンボル「ろうそく岩」
をモチーフにした石碑が寄り添うように建てられています。

12回目の3.11　未来へ向け、震災の記憶を心に刻む
　東日本大震災から12年。町内各所で追悼の催しなどが行われ、人々は震災を教訓に未来を切り拓く
誓いを新たにしました。

東
日
本
大
震
災

慰
霊
祭

富
岡
海
岸

不
明
者
一
斉
捜
索

富
岡
小
中
学
校

震
災
特
別
授
業
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TOMIOKA  MONTHLY  NEWS

　

元
富
岡
第
二
小
学
校
校
長
の
前
田

英
明
さ
ん︵
西
原
︶が
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
、
２
月
22
日
に
叙
勲
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
今
年
で
満
88
歳
。
教

員
時
代
は
富
岡
一
中
や
二
中
、
広
野

中
な
ど
で
教
鞭
を
と
り
、
児
童
生
徒

の
健
全
育
成
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
わ
き
市
の
ご
自
宅
で
岩
崎
秀
一

教
育
長
か
ら
勲
章
と
勲
記
を
贈
ら
れ

た
前
田
さ
ん
は﹁
た
く
さ
ん
の
教
員
仲

間
と
共
に
い
た
だ
い
た
章
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
も
元
気
に
暮
ら
せ
て

い
る
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
何
よ
り
妻
の
お
か
げ
。
富
岡
に
帰

る
こ
と
は
叶
わ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

気
持
ち
は
今
も
古
里
に
あ
り
ま
す
﹂と

話
さ
れ
ま
し
た
。

山本町長に受賞を報告した、左から武内雅之
校長、富岡中学校２年の但野海斗さん、小室
友希恵さん、富岡小学校の加勢法子主任主査

稚魚を放流する山本町長(右)と関係者

前田英明さん（西原）が
　　　　　　　　瑞宝双光章を受章

健康増進をめざす学校の取組が評価
富岡中学校がふくしまっ子元気大賞
を受賞

古里の川に、かつての賑わいを
　　富岡川漁協がサケの稚魚を放流

　
富
岡
中
学
校
が﹁
ふ
く
し
ま
っ
子

元
気
大
賞
﹂を
受
賞
し
、
２
月
16
日
、

中
学
生
が
山
本
町
長
に
喜
び
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　
ふ
く
し
ま
っ
子
元
気
大
賞
は
、
県

内
各
校
で
行
わ
れ
て
い
る
体
力
向

上
へ
の
取
組
を
称
え
る
も
の
で
す
。

同
校
で
は
、
小
学
校
と
連
携
し
て
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
め
ざ
す﹁
Ｅ
Ｉ

Ｐ(

エ
イ
プ)

９
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂を

展
開
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
評
価

さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
島
県
教
育
・
文
化
関
係

表
彰
優
秀
教
職
員
の
部
で
、
富
岡
小

学
校
の
加
勢
法
子
主
任
主
査
が
特

別
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
同

じ
く
山
本
町
長
に
受
賞
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

富
岡
川
漁
業
協
同
組
合︵
猪
狩
弘
道

組
合
長
︶が
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
で
は
、
ふ
化
施
設
で
育
っ
た

サ
ケ
の
放
流
を
昨
年
か
ら
再
開
し
、
今

年
は
昨
年
の
２
倍
と
な
る
約
53
万
匹
を

３
回
に
分
け
て
放
流
。
１
回
目
の
２
月

20
日
に
は
、
山
本
町
長
や
組
合
の
関
係

者
が
、
５
セ
ン
チ
ほ
ど
に
育
っ
た
稚
魚

を
ふ
化
施
設
わ
き
の
水
路
に
放
し
ま
し

た
。

　
猪
狩
組
合
長
は
、
元
気
に
泳
ぐ
稚
魚

を
優
し
い
眼
差
し
で
見
つ
め
、﹁
４
年

後
、
一
匹
で
も
多
く
富
岡
川
に
戻
っ
て

き
て
く
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
﹂と
話
さ
れ
ま
し
た
。

前田英明さん(中央)と奥様の和子さん(左)
右は岩崎教育長

入場する卒業生

最後の校歌斉唱

答辞を読む渡部さん

卒業証書を授与

学び舎を巣立った卒業生

下級生が伝えた感謝の思い
６年生ありがとうの会

　
卒
業
を
迎
え
る
６
年
生
へ
の
あ

り
が
と
う
の
会
が
、
３
月
３
日
、

富
岡
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
５
年
生
を
中
心
に

進
め
ら
れ
学
年
ご
と
に
ゲ
ー
ム
な

ど
の
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画

し
ま
し
た
。

　

下
級
生
か
ら
感
謝
を
伝
え
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
手
渡
さ
れ
、
４
名

の
６
年
生
は
残
り
少
な
い
小
学
校

生
活
の
中
、
思
い
出
に
残
る
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
卒
業
式
の
様
子
は
、

広
報
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

町
立
富
岡
中
学
校
の
卒
業
証
書

授
与
式
が
、
３
月
13
日
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
生
富
岡
中
学
校
初
の
卒
業
生

は
５
名
。
武
内
雅
之
校
長
が
一
人

ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
渡
し
、

﹁
富
岡
一
中
の
８
５
４
６
号
、
富
岡

二
中
の
７
７
５
８
号
を
つ
な
ぐ
歴

史
の
第
一
歩
。
富
岡
町
を
ふ
る
さ

と
と
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
く
だ

さ
い
﹂と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
か
ら
の
送
辞
を
受
け
、

卒
業
生
代
表
の
渡
部
喜き

わ羽
さ
ん
が

﹁
今
後
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も
富

岡
中
学
校
で
の
思
い
出
を
胸
に
乗

り
越
え
て
い
き
ま
す
﹂と
答
辞
を
述

べ
、
式
後
、
最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
を
終
え
た
卒
業
生
は
、
在
校
生

や
小
学
生
、
先
生
方
に
拍
手
で
見

送
ら
れ
な
が
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
学

び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

小学校での思い出を振り返る６年生

先生と笑顔で握手を交わす卒業生

思い出と希望を胸に、輝かしい未来へ　富岡中学校卒業式

School TOPICS 学校の話題



広報とみおか　（8）（9）　広報とみおか

　令和５年度予算が、 3 月 9 日から14日まで開かれた３月定例議会において可決されました。
一般会計予算は142億8730万円で、前年度より約5.6％増となります。特別会計予算を合わ
せた総額は189億3860万円で、前年度比約4.0％増となります。
　町民の皆さんが安心して帰町でき、生活ができる環境を整備するべく、継続して復興・再生
を加速化させます。

　町税は町民税・固定資産税の増減等
により、約5500万円減となり、23億
2800万円の計上となっています。
　国庫支出金は2億680万円増の49億
500万円、県支出金は1億8400万円減
の9億8090万円、地方交付税等各種交
付金は前年度比横ばいで22億1070万円
です。
　令和5年度は野菜集出荷施設等の建設
事業を計画していることから、基金繰入
金は前年度から７億7000万円増の33億
7692万円となっています。

　『町内全域の復興・創生に向けた未来志向
の取組みの強化』という基本目標のもと、「生
活環境の向上・充実に向けた取組みの強化」

「産業と地域交流基盤の構築強化」「ふるさと
とのつながり強化」を３本の柱となる重点事
業と位置づけ、予算を編成しました。
　野菜集出荷施設や放課後児童クラブの整
備、共生サポートセンターさくらの郷の運
営、移住・定住施策の推進、富岡を体験す
る事業を実施します。

　財政調整基金や減債基金、その他の特定
目的基金の令和４年度末の残高は、総額で
約192億円となる見込みです。本年度は復
興財源などとして33億円を取り崩す予定で
すが、さらなる国県支出金などの確保によ
り、取り崩し額を縮減させるよう努めます。
　地方債の残高は、特別会計も含めて本年
度末で約14億円となる見込みです。新規起
債を控え、将来負担額の減少に取り組みま
す。

令 和 ５ 年 度 　 一 般 会 計 当 初 予 算

1 4 2 億 8 7 3 0 万 円
歳入歳出

基金・地方債

【地方債現在高（見込額）】

【歳出予算】 【歳入予算】

【特別会計予算】 【基金の状況（見込額）】 （単位：千円） （単位：千円） （単位：千円）

会　計　名 令和４年度末
残高

令和５年度中 令和５年度末
残高起債見込額 償還見込額

一般会計 464,904 0 57,599 407,305

公共下水道事業 831,018 0 164,550 666,468

農業集落排水事業 385,295 0 68,341 316,954

計 1,681,217 0 290,490 1,390,727

ことばの説明
歳　入………………一年間の全ての収入のこと
町　税………………皆さんが町に納めた税金
繰入金………………各種基金から繰り入れられたお金
繰越金………………前年度から繰り越されるお金
財産収入……………町の持つ財産を運用したり売ったりしたお金
諸収入………………雑入など、その他の様々な収入
使用料及び手数料…住民票などの交付に手数料として支払ったお金
分担金及び負担金…特定の利益を受けた方から負担していただいたお金
国庫・県支出金……特定の目的のために国や県から交付されたお金
町　債………………町の借金のこと。大きな事業を行うために、
　　　　　　　　　国や金融機関から借り入れたお金
地方譲与税…………国は徴収した自動車重量税などから配分されたお金
各種交付金…………所得税や自動車所得税など国や県から配分されたお金

歳　出…………一年間の全ての支出のこと
議会費…………議会の活動に要する経費
総務費…………全般的な管理に要する経費等
民生費…………福祉施設の整備など町民が一定水準の生活と安定した
　　　　　　　社会生活を保障するのに必要な経費
衛生費…………町民が健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
農林水産業費…農林水産業の振興に要する経費
商工費…………商工業の振興に要する経費
土木費…………土木事業に要する経費
消防費…………消防に要する経費
教育費…………教育関係に要する経費
災害復旧費……災害によって生じた被害の復旧に要する経費
公債費…………町債返済に要する経費

会　計　名 令和５年度
予算額

令和４年度
予算額

増減率
（％）

国民健康保険事業 2,283,187 2,383,828 △4.2%

公共下水道事業 439,326 453,100 △3.0%

農業集落排水事業 120,026 112,484 6.7%

曲田土地区画整理事業 0 8,874 △100.0%

介護保険事業 1,742,070 1,648,196 5.7%

後期高齢者医療 57,551 62,012 △7.2%

介護サービス事業 9,145 8,948 2.2%

小　　計 4,651,305 4,677,442 △0.6%

一般会計 14,287,301 13,525,046 5.6%

一般会計+特別会計合計 18,938,606 18,202,488 4.0%

基　金　名 令和４年度末
見込額

令和５年度中 令和５年度末
見込額積立金 取崩額

財政調整基金 6,708,646 4,510 809,547 6,707,841

減債基金 284,140 3 0 284,140

特
定
目
的
基
金

町勢振興基金 3,294,972 163 300,000 3,294,673

公共用施設維持運営基金 1,116,120 397,011 131,500 1,116,386

公共用施設整備基金 850,497 150,015 496,500 850,151

電源交付金公共用施設維持基金 96,885 0 50,000 96,835

災害復興基金 40,011 1 0 40,011

再生可能エネルギー寄付金等
による復興まちづくり基金 349,700 58,083 135,971 349,622

福島再生加速化交付金基金 690,833 500,009 615,000 690,718

特定廃棄物埋立処分事業
地域振興交付金基金 4,785,649 1,588 813,783 4,784,837

その他 973,719 8,981 24,614 973,703

　　小　計 12,198,386 1,115,851 2,567,368 12,196,936
合　計 19,191,172 1,120,364 3,376,915 19,188,917

※計数は、それぞれ四捨五入によるもので、端数において合計とは合致しないものがあります。

町税
17億1,160万円
　　　 （10.9%）

町債
500万円（0.0%）

分担金・負担金・財産収入
8,901万円
（0.6％）

国庫支出金
47億6,764万円
　　　 （30.2%）

地方交付税
28億7,761万円
　　　 （18.2%）

県支出金
9億6,676万円
　　　 （6.1%） 繰入金

48億913万円
　　 （30.5%）

総務費
31億516万円
（19.7%）

議会費
1億1,145万円（0.7%）

民生費
26億2,604万円
（16.6%）

農林水産業費
18億1,332万円
（11.5%）商工費

13億9,944万円
（8.9%）

土木費
32億3,077万円
（20.5%）

消防費
8億2,490万円
　　　 （5.2%）

教育費
17億6,807万円
　　　 （11.2%）

災害復旧費
2億7,191万円
　　　 （1.7%）

公債費
1億3,253万円（0.8%） その他

1,500万円（0.1%）

衛生費
4億8,551万円
　　　 （3.1%）

自主財源
（43.7%）依存財源

（56.3%）

町税
17億1,160万円
　　　 （10.9%）

国庫支出金
47億6,764万円
　　　 （30.2%）

地方交付税
28億7,761万円
　　　 （18.2%）

県支出金
9億6,676万円
　　　 （6.1%） 繰入金

48億913万円
　　 （30.5%）

自主財源
（43.7%）依存財源

（56.3%）

使用料・手数料
5,269万円（0.3%）

歳　入
142億
8,730万円 自主財源

（42.8%）
自主財源
（42.8%）

依存財源
（57.2%）
依存財源
（57.2%）

町税
23億2,872万円
（16.3%）

町税
23億2,872万円
（16.3%）

繰入金
33億7,692万円
（23.6%）

国庫支出金
49億478万円
（34.3%）

国庫支出金
49億478万円
（34.3%）

県支出金
９億8,090万円
（6.9％）

地方譲与税
6,520万円
（0.5％）

各種交付金
22億1,070万円
（15.5%）

各種交付金
22億1,070万円
（15.5%）

使用料・手数料・寄附金
１億3,594万円（1.0％）

繰越金・諸収入
１億９‚０1３万円
（1.3％）

歳　出
 142億
8,730万円

総務費
30億5,836万円
（21.4%）

総務費
30億5,836万円
（21.4%）

議会費
8,646万円（0.6%）

民生費
19億4,294万円
（13.6%）

民生費
19億4,294万円
（13.6%）

農林水産業費
28億7,205万円
（20.1%）

農林水産業費
28億7,205万円
（20.1%）

商工費
6億2,433万円
（4.4%）

土木費
11億5,637万円
（8.1%）

土木費
11億5,637万円
（8.1%）

消防費
12億9,915万円
（9.1%）

消防費
12億9,915万円
（9.1%）

教育費
19億5,711万円（13.7%）
教育費
19億5,711万円（13.7%）

災害復旧費
7,132万円（0.5%）

公債費
6,553万円（0.4%）

その他
1,500万円（0.1%）

衛生費
11億3,860万円
（8.0%）労働費

8万円
（0.0%）

町税
17億1,160万円
　　　 （10.9%）

町債
500万円（0.0%）

分担金・負担金・財産収入
8,901万円
（0.6％）

国庫支出金
47億6,764万円
　　　 （30.2%）

地方交付税
28億7,761万円
　　　 （18.2%）

県支出金
9億6,676万円
　　　 （6.1%） 繰入金

48億913万円
　　 （30.5%）

総務費
31億516万円
（19.7%）

議会費
1億1,145万円（0.7%）

民生費
26億2,604万円
（16.6%）

農林水産業費
18億1,332万円
（11.5%）商工費

13億9,944万円
（8.9%）

土木費
32億3,077万円
（20.5%）

消防費
8億2,490万円
　　　 （5.2%）

教育費
17億6,807万円
　　　 （11.2%）

災害復旧費
2億7,191万円
　　　 （1.7%）

公債費
1億3,253万円（0.8%） その他

1,500万円（0.1%）

衛生費
4億8,551万円
　　　 （3.1%）

自主財源
（43.7%）依存財源

（56.3%）

町税
17億1,160万円
　　　 （10.9%）

国庫支出金
47億6,764万円
　　　 （30.2%）

地方交付税
28億7,761万円
　　　 （18.2%）

県支出金
9億6,676万円
　　　 （6.1%） 繰入金

48億913万円
　　 （30.5%）

自主財源
（43.7%）依存財源

（56.3%）

使用料・手数料
5,269万円（0.3%）

歳　入
142億
8,730万円 自主財源

（42.8%）
自主財源
（42.8%）

依存財源
（57.2%）
依存財源
（57.2%）

町税
23億2,872万円
（16.3%）

町税
23億2,872万円
（16.3%）

繰入金
33億7,692万円
（23.6%）

国庫支出金
49億478万円
（34.3%）

国庫支出金
49億478万円
（34.3%）

県支出金
９億8,090万円
（6.9％）

地方譲与税
6,520万円
（0.5％）

各種交付金
22億1,070万円
（15.5%）

各種交付金
22億1,070万円
（15.5%）

使用料・手数料・寄附金
１億3,594万円（1.0％）

繰越金・諸収入
１億９‚０1３万円
（1.3％）

歳　出
 142億
8,730万円

総務費
30億5,836万円
（21.4%）

総務費
30億5,836万円
（21.4%）

議会費
8,646万円（0.6%）

民生費
19億4,294万円
（13.6%）

民生費
19億4,294万円
（13.6%）

農林水産業費
28億7,205万円
（20.1%）

農林水産業費
28億7,205万円
（20.1%）

商工費
6億2,433万円
（4.4%）

土木費
11億5,637万円
（8.1%）

土木費
11億5,637万円
（8.1%）

消防費
12億9,915万円
（9.1%）

消防費
12億9,915万円
（9.1%）

教育費
19億5,711万円（13.7%）
教育費
19億5,711万円（13.7%）

災害復旧費
7,132万円（0.5%）

公債費
6,553万円（0.4%）

その他
1,500万円（0.1%）

衛生費
11億3,860万円
（8.0%）労働費

8万円
（0.0%）
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令 和 ５ 年 度  重 点 事 業

生活環境の向上・充実に向けた取組みの強化

◆ 帰還・定住推進事業
　 ○移住・定住促進事業………２億1,371万円

（情報発信、相談窓口・お試し住宅・サテ
ライトオフィスの運営、住まいの確保支援
等）

　 ○定住促進化対策住宅補助事業
………………………………１億1,000万円

　 ○帰還移転支援補助事業…………2,500万円
　 ○子育て世帯奨励事業……………2,094万円

◆ 都市整備・災害復旧事業 
　 ○夜の森つつみ公園等整備事業

………………………………１億3,000万円 
　 ○総合体育館災害復旧事業…６億4,103万円 
　 ○道路橋梁施設災害復旧事業……1,010万円

◆ 教育環境整備事業 
　 ○放課後児童クラブ整備事業

………………………………４億4,701万円 
　 ○教育用コンピューター事業……1,952万円 
　 ○就園・就学補助事業……………1,200万円
　 ○町内スクールバス運行事業……2,630万円

◆ 子育て・子育ち支援事業
　 ○認定こども園運営事業…………4,098万円 
　 ○地域交流館運営事業…………3,263万円 

◆ 生涯学習事業
　 ○文化交流センター運営事業……8,847万円 
　 ○文化交流センターイベント事業…1,975万円 
　 ○図書館充実促進事業……………4,438万円 
　 ○とみおかアーカイブ・ミュージアム運営事業

……………………………………5,834万円 

◆ 防犯・防災事業
　 ○防犯カメラ設置補助事業…………100万円
　 ○町内防犯カメラ維持管理事業…9,593万円
　 ○防火防犯パトロール事業

………………………………８億8,677万円

◆ 環境衛生事業  
　 ○除草剤配布事業…………………2,332万円 
　 ○住宅清掃費補助事業………………875万円

◆ 除染・放射線対策事業 
　 ○除染対策事業……………………1,945万円 
　 ○公費解体事業……………………2,000万円
　 ○放射線健康調査事業……………1,739万円
　 ○放射能測定機器維持管理事業…2,087万円

◆ 健康増進・感染予防事業 
　 ○健康増進センター整備事業……1,500万円 
　 ○感染症対策事業…………………3,152万円
　 ○予防接種事業……………………5,849万円

◆ 福祉・介護事業
　 ○総合福祉センター運営事業………730万円 
　 ○共生サポートセンター運営事業

…………………………………１億887万円

産 業 と 地 域 交 流 基 盤 の 構 築 強 化

ふ る さ と と の つ な が り 強 化

【基本目標】
町内全域の復興・創生に向けた未来志向の取組みの強化

交流サロン

富岡桜まつり

とみおかアーカイブ・ミュージアム

◆ 産業基盤創出事業
　 ○工業団地整備事業………………7,646万円
　 ○野菜集出荷施設整備事業

………………………………11億8,939万円

◆ 農業振興事業 
　 ○水利施設等保全事業……………４億199万円
　 ○農業基盤整備促進事業……３億1,036万円 
　 ○営農再開支援事業…………２億6,731万円 

（営農再開支援補助、水稲作付奨励、有害
鳥獣対策等）

　 ○農業ステップアップ支援事業…1,500万円
　 ○がんばる農業者支援事業………1,250万円 
　 ○地域おこし協力隊事業…………1,440万円
　 ○農業法人誘致事業………………4,000万円
　 ○担い手確保・育成事業…………1,752万円
　 ○ふれあい農園管理運営事業………100万円

◆ コミュニティ形成維持事業
　 ○県外居住者支援事業……………5,192万円
　 ○交流サロン等運営事業…………1,795万円
　 ○高齢者等サポート拠点運営事業…5,824万円
　 ○花いっぱい運動事業………………197万円
◆ 情報発信強化事業 
　 ○広報発行・高度情報化事業
　　 ………………………………１億6,924万円
　　（広報発行の他、ホームページ・とみおか
　　アプリの運営・更新、フェイスブック・ユー
　　チューブチャンネル・LINE@等の運営）

◆ 富岡魅力発信事業 
　 ○魅力発信事業……………………3,321万円
　　（富岡の海を知る体験、スイーツコンテスト
　　の開催、地元食材を使ったスイーツの商品
　　開発等）

◆ 林業振興事業
　 ○森林再生事業………………２億1,500万円

◆ 商工業振興事業  
　 ○プレミアム商品券事業…………9,690万円 
　 ○事業再開支援補助事業…………5,250万円
　 ○商業拠点施設運営事業…………7,311万円
　 ○商工会運営・商工催事補助事業
　　 ……………………………………1,960万円

◆ 観光振興事業 
　 ○観光振興事業…………………… 8,401万円
　　（桜まつり・観光協会運営事業等） 
　 ○桜の保全事業……………………2,010万円
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お知らせ お知らせ

お知らせ

宅地用除草剤・ネズミ捕りシートを配布します

害虫駆除作業が委託できます

住環境

住環境

　町は、町内宅地（及び宅地周り）用の除草剤（非農耕用）とネズミ捕りシートを配布しています。申請
書に必要事項をご記入のうえお受け取りください。

 宅地用除草剤
【対 象 者】　平成２３年３月１１日時点で富岡町内に居住していた方、または現在町内に宅地を所有

している方
【配 布 数】　１世帯上限３箱まで
【期　　　間】　令和５年４月１日～令和６年３月３１日
【配布場所】　生活環境課 環境衛生係　※土日祝日は日直が対応します。
【重要事項】　取り扱いに関して町では一切の責任を負いかねますので、必ず本体に記載された注意事

項をお読みになり、適切に使用してください。
 ネズミ捕りシート

【対 象 者】　平成２３年３月１１日時点で富岡町に居住していた方のうち、現在町内にご自宅を所有
している方

【配 布 数】　１セット（ネズミ捕りシート１０枚、ゴミ袋１０枚）を１世帯につき上限５セット
【期　　　間】　令和５年４月１日～令和６年３月３１日
【配布場所】　生活環境課 環境衛生係　※土日祝日は日直が対応します。

　町は、専門業者に建物周囲の駆除噴霧や通気口からの煙霧を行う害虫駆除作業を委託しています。
作業を希望される場合は、生活環境課環境衛生係へお申し込みください。

なお、申請できるのは帰還前に１回限りとなります。
【対　　象】　帰還困難区域を除く町内一円の住宅

※帰還困難区域については、支援体制が整い次第改めてご案内します。
※事前に施工業者から聞き取りのご連絡を差し上げます（作業時の立ち会いは不要）。
※公営住宅、民間賃貸住宅、売却または解体予定の住宅、新築住宅は対象外です。

【対象要件】　次のすべてに該当すること
①東日本大震災発生時、町内に所在する住宅に居住していた方
②住宅の所有者または納税義務者で、町税等の滞納がない方
③台所、便所、浴室及び居室を有している建物（併用住宅は２分の１以上を住宅として

使用していること）
　また、町民を対象とした煙霧機器の貸し出しも行っています。希望される方は、生活環境課環境衛
生係へお申し込みください。

住宅清掃費用補助制度をご利用ください住環境

　長期の避難により汚損等の被害を受けた住宅の清掃費用を、次のとおり補助します。
【対　　象】　帰還困難区域を除く町内一円の住宅

※帰還困難区域については、支援体制が整い次第改めてご案内します。
※改修、修繕、補修費等や公営住宅、民間賃貸住宅、解体予定住宅、新築住宅は除く

【補助金額】　上限２５万円（補助金交付は対象者１名につき１住宅で、１回限りとなります）
【対象要件】　次のすべてに該当すること

①東日本大震災発生時、町内に所在する住宅に居住していた方
②住宅の所有者または納税義務者で、町税等の滞納がない方
③台所、便所、浴室及び居室を有している建物（併用住宅は２分の１以上を住宅として

使用していること）
【そ の 他】　事前の申請及び清掃完了後の実績報告が必要となります。
【申請窓口】　生活環境課環境衛生係または、いわき支所、郡山支所

問 生活環境課 環境衛生係

問 生活環境課 環境衛生係

問 双葉警察署　☎０２４０−２２−２１２１

問 生活環境課 環境衛生係

問 生活環境課 環境衛生係

令和５年度 狂犬病予防定期集合注射を実施しますペット

【日時・場所】　５月２１日（日）　１０：００～１１：００　 富岡町役場 保健センター前
　 　　　　　　　　　　　　　  １１：１５～１１：３０　 曲田第一団地 集会所前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （富岡町中央３丁目１８５）
　　　　　　　※ご来場の際は、新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力ください。

【注 射 料 金】　３，２５０円（注射代：２，７００円　注射済票交付手数料：５５０円）
　　　　　　　※お支払いの際におつりが出ないよう、ご協力をお願いします。

【注 意 事 項】　①上記での集合注射が受けられない場合は、各動物病院で１２月３１日までに個別注
射を受け、注射証明書を富岡町役場生活環境課へ提出してください。

②個別注射の料金は動物病院によって異なりますので、事前に病院へお問い合わせく
ださい。

 狂犬病予防注射猶予証明書について
高齢や妊娠、治療中などで注射を受けられない犬は、獣医師から｢狂犬病予防注射猶予証明書｣の
交付を受け、生活環境課環境衛生係に提出してください。
 飼い犬の所在地変更について
飼い犬の所在地が変わる場合は、新しい所在市区町村への｢所在地変更の手続き｣が必要です。
※手続きにより、新しい所在地で狂犬病集合注射等の行政サービスが受けられるようになります。

防犯対策を徹底しましょう！
　県内において、一般住宅での強盗事件が発生しています。
　皆さんのお宅が被害に遭わないよう、在宅時にも自宅の鍵をかけるなど戸締りを行い、来訪
者に対してはドアスコープやカメラ付インターフォンで確認するなどの防犯対策を徹底してく
ださい。また、児童生徒の皆さんは登下校や外出時に防犯ブザーを携帯し、帰宅が遅くならな
いようにしましょう。
　不審な人や車を目撃した時は、警察に通報してください。

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～
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令和５年度 総合健診のお知らせ健診

　国民健康保険加入者の特定健康診査、後期高齢者等の健康診査、がん検診等を実施します。
　身体の異常を発見するには毎年の健診受診が欠かせません。年に一度の健診で、健康をチェック
しましょう。

・申込方法
コールセンターでの電話予約もしくはＷＥＢ
予約。※詳細は広報５月号でお知らせします。
 県内にお住まいの方
健診対象者へ、６月中旬に申込案内をお送
りします。申し込みされた方には、健診の
１か月前に受診録など必要な書類をお送り
します。

 社会保険等の被扶養者で、集団健診の受診
　 を希望する方

コールセンターでの電話予約もしくはＷＥＢ
予約。※詳細は広報５月号でお知らせします。

【個別健診】
　中通り地方にお住まいの方を対象に、医療
機関での個別健診を実施します。健診を希望
される場合は事前に申し込みが必要です（県内
の集団健診に申し込むことも可能です）。

・申込方法
健康づくり課 国保年金係に電話申し込み。
※詳細は広報５月号でお知らせします。

【県外にお住まいの方】
　お住まいの都道府県内の指定医療機関で個
別健診を受けることができます。対象となる
方には、日本予防医学協会から７月中に申込
案内をお送りします。

※会場が変更になる場合があります。

健 診 会 場 実　施　日
富岡町
富岡町保健センター  ９ 月２８日～３０日

いわき市
富岡町いわき地区
多目的集会施設

１０月  ２ 日～  ７ 日

郡山市
ビッグパレット
ふくしま

 ９ 月１９日～２１日

会津若松市
会津アピオ（予定） １１月２０日～２１日

南相馬市
原町保健センター

日程が決まり次第お知ら
せします

【集団健診】 （完全予約制）
内　容 対　象　者 料　金

特定健康診査
　身体計測
　尿検査
　血液検査
　血圧測定等

４０歳から７４歳まで
の国保加入者 無　料

４０歳から７４歳まで
の社会保険等の被扶養
者（※）

加入保険
による

健康診査
　身体計測
　尿検査
　血液検査
　血圧測定等

１９歳から３９歳まで
の方

無　料７５歳以上の方
生活保護受給者

検　診　名 対　象　者 料金
胸部検診・結核検診

（X線撮影） ４０歳以上の方 無料

胃がん検診（バリウム
を飲みX線撮影） ４０歳以上の方 無料

喀痰検診（３日分の痰
を容器に取り提出）
※集団健診のみ実施

４０歳以上の喫煙者 無料

大腸がん検診
（２日分の便を容器に
取り提出）

１９歳以上の方 無料

骨粗しょう症検診
（かかとの骨で測定）

１９歳以上の方
（治療中の方は対象外） 無料

前立腺がん検診
（血液検査）

５０歳以上の男性
（治療中の方は対象外） 無料

肝炎ウイルス検診
４０歳の方
４０歳以上で未受診
の方

無料

※社会保険等の被扶養者の方は加入保険によって
受診できない場合がありますので、事前に福島
県保健衛生協会へご確認ください。

　☎０２４６－２７－３６１１

※年齢起算日：令和６年３月３１日
※転出した方は、転出先の自治体で受診してくだ

さい。
※令和５年度から、胃がん検診は厚労省の指針に

基づいた対象年齢での実施になります。

【健康診査の対象者及び料金】

【その他の検診の対象者及び料金】
（保険の種類に関係なく受診できます）

問 健康づくり課 国保年金係・健康づくり係

医療費一部負担金等の免除期間延長及び今後の見通しについて医療費

　東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う、令和５年３月１日以降の国民健康保険被保険者及び
後期高齢者医療被保険者の医療費に係る一部負担金の免除措置が、令和５年７月３１日まで延長とな
りました。免除証明書は簡易書留でお送りしましたので、対象となる方はご確認ください。

【今後の見通しについて】
　医療費一部負担金等の免除は、避難指示が解除された年の翌年４月から１０年間で終了することが
基本方針となっており、旧特定復興再生拠点区域も同様のスケジュールとなります。なお、帰還困難
区域については今後検討されますので、詳細が決まり次第お知らせします。

※国民健康保険の一部負担金等免除証明書が届いた方で、すでに勤務先の健康保険等に加入されてい
る方は、「国民健康保険被保険者証」と「国民健康保険一部負担金等免除証明書」の使用はできません。
必ず国民健康保険の脱退手続きを行ってください。

区　　分 令和５年３月以降の窓口負担

上位所得層（帰還困難区域を除く） 免除なし

令和３年分住民税未申告者（後期高齢者除く） 免除なし

震災時点で免除対象区域外に居住していた方 免除なし

所得６００万円以下または帰還困難区域の方 令和５年７月３１日まで免除

一部負担金等免除措置スケジュール R ５ R ６ R ７ R ８ R ９ R１０
[平成２６年までに解除された地域］
広野町、楢葉町の一部、川内村の一部、 
南相馬市の一部、田村市

〇 〇 特例
終了 ― ― ―

[平成２７年に解除された地域]
楢葉町の残り全域 〇 〇 〇 特例

終了 ―

[平成２８年に解除された地域]
葛尾村の一部、川内村の残り全域、
南相馬市の一部

〇 〇 〇 〇 特例
終了 ―

[平成２９年に解除された地域]
飯舘村の一部、浪江町の一部、川俣町、
富岡町の一部（旧避難指示解除準備区域・旧居住制限区域）

〇 〇 〇 〇 〇 特例
終了

問 健康づくり課 国保年金係

広 告

富岡ホテルからのご案内
ご 法 要	 5,000円（税別）より	 　全11品
ご 宴 会	 5,000円（税別）より	 　全９品＋飲み放題付
特製弁当	 1,000円（税別）より	 　10名様分から配達いたします

お問い合わせ　富岡ホテル（株）
　福島県双葉郡富岡町駅前27

　　　　　　　　 　　　       TEL：0240-22-1180　　FAX：0240-22-1182
＊ご予約の際は、町民割プランとお伝えください。

町民割引のご宿泊予約も継続中です！

～各種大好評！！ ご予算に応じて様々な料理を承ります～

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～
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介護サービス利用者負担免除期間延長及び見直しについて介護

　東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う、令和５年３月１日以降の介護サービス利用者負担等
の免除措置が、一部の方（転入者や避難指示が解除された区域の上位所得者）を除き令和５年７月３１
日まで延長となりました。免除認定票は簡易書留でお送りしましたので、対象となる方はご確認くだ
さい。なお、令和５年８月以降の取扱いにつきましては、決定次第お知らせします。

【免除措置の見直しについて】
　介護サービス利用者負担の免除は、避難指示が解除された年の翌年４月から１０年間で終了するこ
とが基本方針となっており、旧特定復興再生拠点区域も同様のスケジュールとなります。なお、帰還
困難区域については今後検討されますので、詳細が決まり次第お知らせします。

区　　分 免　除　期　間

・令和３年分の所得が６３３円以上の上位所得者
　（帰還困難区域を除く）
・転入者の一部
　（東京電力福島第一原発事故に伴う被災を受けていない方）

免除なし

・令和３年分の所得が６３３万円未満の方
・帰還困難区域の方

令和５年
７月３１日まで免除

広 告 広 告

住所：〒979－0402  広野町大字下北迫字二ツ沼 44－60

電気設備設計施工・空調機器設置施工・オール電化機器設置施工
電気器具販売及び修理・一般伐採（根切・中断切・枝切・下刈）
墓地清掃雑草除去・樹木のチップ化

ワタナベ電建株式会社
明るい快適なまちづくり

☎0240－23－6720 FAX 0240－23－6721～見積もり無料です。ご相談ください～

一部負担金等免除措置スケジュール R ４ R ５ R ６ R ７ R ８ R ９ R１０

[平成２６年までに解除された地域］
広野町、楢葉町の一部、川内村の一部、 
南相馬市の一部、田村市

保険料 1/2 特例
終了 ― ― ― ―

窓口 〇 〇 特例
終了 ― ― ―

[平成２７年に解除された地域］
楢葉町の残り全域

保険料 〇 1/2 特例
終了 ― ― ―

窓口 〇 〇 〇 特例
終了 ― ―

[平成２８年に解除された地域］
葛尾村の一部、川内村の残り全域、
南相馬市の一部

保険料 〇 〇 1/2 特例
終了 ― ―

窓口 〇 〇 〇 〇 特例
終了 ―

[平成２９年に解除された地域］
飯舘村の一部、浪江町の一部、川俣町、
富岡町の一部（旧避難指示解除準備区域・旧
居住制限区域）

保険料 〇 〇 〇 1/2 特例
終了 ―

窓口 〇 〇 〇 〇 〇 特例
終了

問 福祉課 介護保険係

周　
知　
期　
間

有限会社シティハウジング
賃貸アパート・貸家の仲介・管理・貸事務所
売家･売地や, 貸倉庫等土地 ･ お住い ･ 建物のことなら当社に
お任せください！ TEL：0240－22－8212　

〒979－1111 福島県双葉郡富岡町大字小浜字大膳町２番地１
FAX：0240－22－2995　　URL：https://www.city-housing.co.jp/
担当：杉本　定休日：土・日・祝日　営業時間：9：00 ～ 16：00　【福島県知事（５）第 2205 号】　

介護手当を支給します

紙おむつ購入費用を助成します

介護

介護

　町は、「寝たきりの方」で、かつ次の①～③いずれかに該当する方と同居して在宅介護をしている介
護人の方（どちらも町に住民登録のある方）に対し、月額１万円の介護手当を支給します。

【支給要件】　①７０歳以上の方で、一日中ベッドや布団上で過ごし、食事、排せつ、着替え等におい
て全面的に介助が必要な方

②７０歳未満で上記①の条件、かつ介護認定が要介護４以上の方
③常時の介護を必要とする重度心身障害の方

【申　　請】　「寝たきりの方」の要件に該当するか等の聞き取りをさせていただき、対象となる場合は
申請書をお送りしますので、福祉課介護保険係までご提出ください。

　　　　　　なお、次の場合は該当になりませんのでご注意ください。
・施設（グループホームや高齢者向け住宅等を含む）に入所されている場合
・ショートステイの利用や入院が合わせて月１１日以上になる場合
・デイサービスや通所リハビリテーションの利用の合計が、月１６日以上になる場合

　町は、常時紙おむつを使用している要支援１から要介護５の認定者で、在宅で生活している方に、
紙おむつ購入費用（月額上限３，０００円）を助成します。
　申請用紙は、福祉課介護保険係及びいわき支所・郡山支所に備え付けており、それぞれの窓口にて
申請可能です。また、富岡町のホームページからダウンロードすることもできます。ご不明な点は、
福祉課介護保険係までお電話にてお問い合わせください。

問 福祉課 介護保険係

問 福祉課 介護保険係

東北の「今」を伝える写真を募集します
　復興支援の一環として、UR都市機構では「UR都市機構フォトコンテスト2023」を開催します。
　応募期間は５月３１日まで。応募方法等、詳細はUR都市機構のホームページをご覧ください。

問 UR都市機構フォトコンテスト２０２３事務局
　☎０３−３６４４−００３１（平日 １０：００～１７：００）

富岡町コミュニティ推進団体

にこにここども園

福島県経営金融課

富岡町 紙おむつ助成

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～
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原子力災害による賠償中間指針第５次追補のお知らせ 富岡町帰還移転補助金のお知らせ

ADR定期個別相談会開催のお知らせ

賠償 帰還
補助

賠償

　原子力損害賠償紛争審査会は、原子力損害の賠償に関する法律に基づく被害者の早期救済を目的と
して、賠償指針となる中間指針の第５次追補を令和４年１２月２０日に決定しました。
　詳細は下記ご相談専用ダイヤルにお問い合わせいただくか、東電第５次追補専用ホームページをご
覧ください。
　なお、東電第５次追補専用ダイヤルの対応などについて確認されたい場合は、住民課生活支援係ま
でご連絡ください。

【東電第５次追補ご相談専用ダイヤル】
☎０１２０－９２６－４７０
　受付時間　９：００～１９：００（祝日を除く月～金曜日）
　　　　　　９：００～１７：００（土日祝日）

　町は、町外の避難先等から町内のご自宅（震災時にお住まいの住宅の他、新たに購入等や建設・賃
借した場合を含む）に帰還された方を支援するため、移転費用の一部を補助する制度を開始します。

【対　　象】　・平成２９年４月１日以降、町外の避難先等から町内へ帰還された世帯
※平成２３年３月１１日時点でご自宅が特定復興再生拠点区域にあり、同区域の避難

指示解除前に町内へ帰還された方が同区域に移転する場合は、再度補助の対象とな
ります。

【運用期間】　当面の期間実施（終了時期は未定）
【補 助 額】　（１）基礎補助

世帯構成 県内からの移転 県外からの移転

単身世帯 ３０，０００円 ５０，０００円

複数世帯 ５０，０００円 １００，０００円

（２）追加補助
引越し業者への支払いなど、移転費用が上記・基礎補助を超える場合は、５０，０００
円を上限に実費負担額を補助。

【申請方法】　・基礎補助：申請書に必要事項を記入して提出
・追加補助：申請書に次の書類を添付して提出
　　　　　　①移転費用の領収書
　　　　　　②請求書等、支払額の内訳が分かる書類
※申請書類は住民課窓口に備え付けてあるほか、町ホームページからダウンロードでき

ます。

【申 請 先】　住民課生活支援係
【そ の 他】　・申請前に、町への「住民登録」と「町内居住届」を提出してください。

・早期帰還移転補助金など、他の移転費用に対する補助金を受給している世帯は対象と
なりません。

・すでに帰還されていて早期帰還移転補助金を受給していない世帯には、４月中に申請
書類をお送りします。

　原子力損害賠償に係るＡＤＲ定期個別相談会を、次のとおり開催します。
　ＡＤＲとは、原子力損害の賠償請求について、円滑・迅速かつ公正に紛争を解決することを目的に
設置された国の機関で、弁護士資格を有する仲介委員が中立・公正な立場から和解仲介を担当します。
　すでに東京電力から損害賠償を受け取られた方を含め、どなたでも予約不要で無料相談ができ、そ
の場で申し立てることができますのでお気軽にご相談ください。

【日　　時】　４月２４日（月）　１０：３０～１４：００
【会　　場】　富岡町役場１階 相談スペース

問 住民課 生活支援係

問 住民課 生活支援係

問 住民課 生活支援係

広 告

土地・家屋のご売却・リフォーム・売買、賃貸の仲介・管理、土地・家屋を有効
活用したい等、土地やお住まいの事ならお気軽にご相談ください。

【福島県知事（１）第 3408 号】　担当：志賀・蒲生
定休日：土・日曜日　営業時間：9：00～ 18：00

福双エステート株式会社

〒979－1112　福島県双葉郡富岡町中央３丁目 145
TEL：0240－23－6296　　FAX：0240－23－6297　　URL：https://www.fukusoestate.com

広 告

【主な取り扱い業務】 ・相続、売買、贈与等による不動産の名義変更
　　　　　　　　 ・会社の登記 ・裁判所提出書類作成　等

わたなべ法務事務所
司法書士　木原　雅裕 

司法書士法人

〒979－1112　双葉郡富岡町中央二丁目20番地
TEL 0240-22-1919

　FAX 0240-22-1939
E-mail：m-kihara@watanabehoumu.jp
HP　  ：https : //www.watanabe-houmu.com

富岡町コミュニティ推進団体

東電第５次追補

富岡町帰還移転補助金

東電第５次追補

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～
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住宅再建のための融資相談会 高速道路の無料措置制度 延長・更新手続きのお知らせ

原子力被災１２市町村での創業・事業再開を支援

融資 高速
無料

事業者
支援

　独立行政法人住宅金融支援機構（旧「住宅金融公庫」）では、東日本大震災やその他の自然災害で被災
した住宅を復旧するための災害復興住宅融資（公的住宅ローン）を受け付けています。
　災害復興住宅融資に関する相談会を下記のとおり開催しますので、お気軽にご参加ください。

【対　　象】　住宅の「り災証明書」を交付された方、または東京電力福島第一原子力発電所の事故によ
る避難指示を受けられた方

【日　　時】　４月２４日（月）　①１３：００～１４：００　 ②１４：００～１５：００
　　　　　　（相談は無料ですが、事前予約が必要です）

【場　　所】　富岡町役場１階 相談スペース

【相談会の予約・融資に関するお問合せ先】
住宅金融支援機構東北支店　東北復興支援室
☎０２２－２２７－５０３０（平日９：００～１７：００）

　現在行われている高速道路の無料措置制度が、令和６年３月
３１日まで延長されます。対象車種は ①軽自動車等 ②普通自
動車 ③中型車で、同制度を利用される場合、カードの更新まで
は高速道路の料金所で現在お使いの「ふるさと帰還通行カード

（桃色）」をご提示ください。

【ふるさと帰還通行カードの更新について】
　ふるさと帰還通行カードは、令和５年秋以降に更新され新しいカードになりますが、制度本来の
趣旨・目的に沿わない利用が確認されるため、申請手続きの際、利用目的の確認が必要になります。
※申請書類は４月中にNEXCO東日本から郵送されます。
　また、転居などにより、ふるさと帰還通行カードの申込み時にご記入いただいた内容（名前や現住
所など）に変更があった場合は、NEXCO東日本へも届出が必要となります。
　届出がないとお知らせ等が届かなくなりますので、お手数でも下記問合せ先へご連絡ください。

　東日本大震災時に原子力被災１２市町村内で事業を行っていた中小事業者や同市町村内で創業また
は事業展開をする事業者に、店舗や事務所の整備等における経費の一部補助について令和５年度公募
を開始します。
　公募期間等の詳細は決まり次第、県ホームページでお知らせします。

【被災事業者向け】
福島県原子力被災事業者事業再開等支援補助金
対象：東日本大震災時に原子力被災１２市町村内で事業を行っていた中小事業者
　　　補助上限額：３，２００万円（※）

【創業または事業展開をする事業者向け】
福島県創業促進・企業誘致に向けた設備投資等支援補助金
対象：原子力被災１２市町村内において創業する者、原子力災害発生時に同市町村内において事業

を行っていなかった事業者で同市町村内に事業展開をする者
補助上限額：２，２５０万円（※）
※事業を実施する場所、条件によって補助率及び補助上限額が異なります。

　詳しくは福島県ホームページをご覧ください。

問 住民課 生活支援係

問 福島県経営金融課
 　☎０２４－５７２－７０１９

問 NEXCO東日本お客さまセンター（３６５日、２４時間対応） 
 　ナビダイヤル ０５７０－０２４－０２４　または ０３－５３０８－２４２４

広報紙発送に関するご連絡、お問い合わせはこちらまで
 広報紙が届かない、送付先を変更したい………………………………………企画課広聴広報係
 新たに送付してほしい、発送を停止してほしい　

　 …………………………………………………企画課広聴広報係または、いわき支所、郡山支所
問 企画課 広聴広報係

新スクリーニング場の運用を開始します
　内閣府は、帰還困難区域への立入り申請やスクリーニング検査を行うためにスクリーニン
グ場を設置しており、４月１日から新たに新夜ノ森スクリーニング場の運用が開始されまし
た。
　なお、これまでの毛萱・波倉スクリーニング場、高津戸スクリーニング場、中屋敷スクリー
ニング場（大熊町）は３月３１日をもって廃止となりました。

【注意事項】
・一時立入り申請は、立入り日の前日までにコールセンターで受付を行ってください。なお、

予約なしでも当日の立入りは可能ですが、正午までの受付となりますのでご注意ください。
・帰還困難区域からの退出後は、必ずスクリーニング場に立ち寄り検査を受けてください。
・帰還困難区域への立入り以外でも、スクリーニング場で防護服を配布・回収可能です。

問 住民課 生活支援係

国道６号

至 南相馬

至 いわき

旧富岡消防署前
ゲート（東）

新夜ノ森スクリーニング場
（旧富岡消防署跡地）

（旧）ツルハドラッグ
出入口

深谷方面

夜の森方面

新夜ノ森スクリーニング場（旧富岡消防署跡地）

富岡町コミュニティ推進団体

にこにここども園

福島県経営金融課

富岡町 紙おむつ助成

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～



令和４年中の双葉郡内の火災発生状況

双葉郡内での火災事例
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双葉地方水道企業団からのお知らせ

令和５年２月１日～令和５年２月２８日分（毎日採水、毎日検査）
採水場所 水　源 ヨウ素１３１ セシウム１３４ セシウム１３７

小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出
関根浄水場 富岡川（伏流水） 不検出 不検出 不検出

※いずれの検体も、２月２８日時点で放射性物質は不検出です。
※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1Bq/kg）未満であることを示しています。
※最新の検査結果は、企業団ホームページ（https://www.f-mizu.jp）をご覧ください。

《参考》検査日現在の目標値　　（単位 : Bq/kg）

ヨウ素１３１ セシウム１３４ セシウム１３７
食品衛生法の規定に基づく新たな基準による目標値 ー １０

※これまで暫定規制値が設定されていた放射性ヨウ素については、半減期が短く、国に平成２３年７月１５日以降
の検出報告がないことから、規制の対象から除外されました。

１. 測定機関　双葉地方水道企業団
２. 分析装置　ゲルマニウム半導体検出器
３. 検査頻度　毎日

４. 測定方法　水道水等の放射能測定マニュアル（厚生労働省）
５. 検査結果　以下のとおり

水道水中における放射性物質のモニタリング結果

問 双葉地方水道企業団 
 　〒９７９−０５１５ 楢葉町大字上小塙字小山６－２
 　☎０２４０−２５−５３１５㈹／５３２３（営業係）
 　【開庁時間】８：３０〜１７：１５（平日）

火災と救急は
１１９番

問 富岡消防署    ☎０２４０−２２−２１１９
問 楢 葉 分 署    ☎０２４０−２５−２１１９
問 川内出張所    ☎０２４０−３８−２１１９

富岡消防署からのお知らせ

 総出火件数　１６件　　　　　  火災による死傷者は５人

令和４年に双葉郡内で実際に発生した火災事例をご紹介します。

空気が乾燥し火災が発生しやすい季節となります。火の元に注意し「火の用心」をお願いします。

①ガスコンロで鍋の空焚きによる出火
　　【対　策】　★調理中はその場を離れない
　　　　　　　★住宅用火災警報器を設置する（台所には熱式、寝室や階段上部には煙式）
②非純正の工具用バッテリーが充電中に出火
　　【対　策】　★純正品を使用する
　　　　　　　★目の届く範囲で充電する

　　　　　小良ヶ浜地区・深谷地区への帰還意向調査状況について

お詫びと訂正
　広報とみおか３月号３１ページ、「川村医院 整形外科 診療時間」のご案内に誤りがありまし
た。お詫びして訂正いたします。

誤：金曜日　 ９：００～１２：００　１３：３０～１５：００
正：土曜日　 ９：００～１２：００　１３：３０～１５：００

　町は、令和４年１２月２３日から令和５年１月３１日にかけて、平成２３年３月１１日時点
で町内の特定復興再生拠点区域を除く帰還困難区域に住民登録されていた方のうち、同区域に
土地または建物を所有している方、及びその方と同居されていたご親族の方を対象に、内閣府
との共同による帰還意向調査を実施しました。
　これは、国の「２０２０年代をかけて帰還意向のある住民が帰還できるよう、避難指示解除
の取組を進める」という方針を踏まえ、帰還に必要な箇所の除染を実施して避難指示解除を進
めていくために行っているもので、いただいたご回答を踏まえ、今後、除染の範囲や避難指示
の解除等についての協議を行ってまいります。ご協力、誠にありがとうございました。
　３月１０日現在の集計結果は次のとおりです。

※世帯員の方々が複数か所に分かれてお住まいの場合、意向確認漏れを防ぐため、それぞれの
ご住所へ帰還意向調査書類を送付させていただいており、発送数と世帯数は一致しません。

世帯ごとの送付・回収状況

発送部数 ３１８部

世帯数 ２３８世帯

返送世帯数 １５０世帯

帰還希望あり ７７世帯 １名以上が帰還希望ありの世帯

帰還希望なし ３８世帯 世帯員全員が帰還希望なしの世帯

保留 ３５世帯 帰還希望者０名かつ１名以上が保留の世帯

回　
答

【ご回答いただけていない皆さまへのお願い】
　本調査は、すでにご回答の締切を過ぎておりますが、小良ヶ浜地区・深谷地区の避難指示
解除に向け、今後の除染範囲の検討のための重要な基礎情報となることから、随時ご回答を
受け付けております。調査へのご協力を改めてよろしくお願いします。
　なお、調査書類の再発送の依頼やご不明な点などは、次のお問い合わせセンターにて承り
ますので、必要に応じてご連絡ください。

「富岡町　帰還意向調査」お問い合わせセンター 
　　　　  フリーダイヤル　☎０１２０－２３４－２５４
　　　　  受付時間　８：３０～１７：１５（土日祝日を含む）

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～



福島民報社 双葉南支局
渡部　純 支局長

福島民友新聞社 ふたば支社
菅野 篤司 支社長

　浜通りの沿岸部を南北に縦断する県道広野小高線（通称・浜街道）の富
岡町の毛萱工区が２月に開通しました。広野町から楢葉町を経由して富
岡町に至る17.2㌔が結ばれました。
　国道６号や常磐自動車道を補完する道路として、朝夕の渋滞の緩和が
見込まれるとともに、緊急時の避難路として防災力の面で効力を発揮し
ます。
　富岡町仏浜で行われた開通式を取材しました。海沿いに整備された新
しい道路に、関係者の期待が集まりました。
　12年前の東日本大震災と原発事故は、海とともに歩んできた浜通りの
住民の生活を海から切り離してしまったように思います。

　すぐ近くにあるのに、遠くにある。富岡町以南がつ
ながり、再び身近に感じる役目を果たしてくれるよう
な気がします。
　浜街道は県広域サイクリングルートに認定されてい
ます。自転車で風を受けながら美しい景色を巡るのは
最高ではないでしょうか。観光振興や交流人口拡大に
つながると信じます。
　まもなく富岡町民の古里の誇りである夜の森の桜の
時期がやってきます。自然あふれる富岡町の魅力を紙
面を通して伝えていきます。

　町内で昨年11月10日、富岡消防署による防火パレードが行われました。
そろいのはっぴを着た「にこにここども園」の園児ら18人が参加し、曲田
第二団地をスタート地点に町内を練り歩きました。さくらモールでは買
い物客に火災予防を訴えました。
　子どもたちが防火を呼び掛けるかわいらしい掛け声とともに、彼らを
見守る地域の方の笑顔が印象的でした。パレードに自分の子どもや孫が
参加している人はもちろんのこと、曲田第一団地を通過する時には音楽
や掛け声を聞いて家から顔を出し、拍手を送る人の姿がありました。
　パレードを見て、考えることがありました。園児たちが練り歩いたルー

トの街並みの多くは、復興事業で形成されたものです。
東日本大震災後に生まれた子どもたちにとっては、現在
の富岡の景色がふるさとのイメージになるのではないで 
しょうか。
　富岡町は、東京電力福島第一原発事故による全町避難
で居住人口が急減しました。今後のまちづくりをどうす
るか、将来を見据えた議論が必要です。ただその際には、
次世代に何を残せるかという視点を忘れてはならないと
感じました。

２月に開通した浜街道の毛萱工区。サイクリング
ルートとしての活用も期待されている

園児たちの元気な掛け声が響く曲田地区

新聞記者 自信のワンショット！新聞記者 自信のワンショット！
記者が見て感じる富岡町の「今」を寄せていただきました。

新聞記者 自信のワンショット！新聞記者 自信のワンショット！
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問合せ先
○富岡町役場・富岡町議会事務局
　〒９７９-１１９２　

福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚６２２-1
 ☎０２４０-２２-２１１１

０１２０-３３-６４６６
○富岡町役場いわき支所
　〒９７０- ８０２４　
　福島県いわき市平北白土字宮前８

 ☎０２４６- ８８- １９８７
０１２０- ３３- ６４６６

○富岡町役場郡山支所
　〒９６３- ０２０１
　福島県郡山市大槻町字原ノ町４９- １

 ☎０２４- ９８３- ９０２１
０１２０- ３３- ６４６６

○富岡町文化交流センター「学びの森」・
　富岡町教育委員会
　〒９７９- １１５１　

福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚６２２-１
 ☎０２４０- ２３- ７５５５（教育総務課）
 ☎０２４０-２２- ２６２６（生涯学習課）
 ☎０２４０-２１- ３６６５（図書館）

○町立にこにここども園
　〒９７９-１１１１　

福島県双葉郡富岡町大字小浜字大膳町１５２
 ☎０２４０-２２- ２３５８

○町立富岡小学校・富岡中学校
　〒９７９-１１１１　

福島県双葉郡富岡町大字小浜字中央２３７- ２
 ☎０２４０-２２- ２０１４（小学校）
 ☎０２４０-２２- ２０２０（中学校）

○共生サポートセンターさくらの郷
　〒９７９-１１５１　

福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚３６
　 特別養護老人ホーム桜の園
　  ☎０２４０−２３−７８３９
　 トータルサポートセンターとみおか
 　☎０２４０−２５−８９１２
○とみおかアーカイブ・ミュージアム
　〒９７９-１１５１　

福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚７６０- １
 ☎０２４０-２５-８６４４

○富岡町地域交流館 富岡わんぱくパーク
　〒９７９-１１１２　
　福島県双葉郡富岡町中央３丁目１１

 ☎０２４０-２５-８５９０  
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富岡町役場フリーダイヤルを終了します
　東日本大震災以降運用しており
ました、富岡町役場のフリーダイ
ヤルは、令和５年６月３０日をもっ
て終了します。
　７月以降は、役場代表電話番号
にお掛けください。皆さまのご理
解をよろしくお願いします。

問 総務課 管財係
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にこにここども園の
ホームページができました

　２月２２日から、「町立
にこにここども園」のホー
ムページがスタートしま
した。
　子育て支援や世代間交
流の情報、園の行事や毎
日元気に遊ぶ子どもたち
の様子などをアップして
いきますので、ぜひご覧
ください。

問 にこにここども園 ☎０２４０ー２２ー２３５８
富岡町コミュニティ推進団体

にこにここども園

福島県経営金融課

富岡町 紙おむつ助成

お知らせ



人と町をつなぐ

～教えて！とみっぴー61～
　「教えて！とみっぴー」は、「とみおかアプリ」の使い方や配信している内容、現在の町の様子を、
とみっぴーと「とみおかアプリ」スタッフが一緒に紹介するコーナーです。

　今年もやります「桜満開プロジェクト」！2019年より始まった「桜満開プロジェクト」は、皆さんに「桜」
や「桜を連想させる写真」を投稿していただき、集まったすべての写真を使ってポスターを制作するプロ
ジェクトです。とみおかアプリへ写真を投稿するだけで参加できます。桜の季節はすぐそこ。たくさん撮
影した町の桜の写真をとみおかアプリへ投稿して「桜満開プロジェクト」を盛り上げましょう♪

　今回は夜の森の桜通りからお送りします！写真の
どこかにとみっぴーが隠れています。見つけた方
は、コミュニティ広場＞自由広場＞ご自由に投稿し
てください＞こんなところに!? 隠れとみっぴー！
part32まで！

こんなところに !? 隠れとみっぴー！part32

とみおかアプリ・サポートセンター

　タブレット端末やスマートフォンでご利用いた
だけます。QRコードを読み取り、ダウンロード
してお使いください。

ダウンロードの方法がわからない、アプリの詳し
い使い方を知りたい、また利用者ID通知書を紛失
された場合などは、サポートセンターまでお問い
合わせください。

「　　　　　　　」を使ってみませんか？

QRコードを読み取って
アプリをインストール ▶

☎０５７０－０５１－０３０
（平日９：００～１８：００）

　　

桜満開プロジェクト2023を開催します！
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No.85

　３月17日、にこにここども園で卒園式が行われたっぴ。
　この日は、さくら組の９人のお友だちが卒園したんだけど、みんな
すっかりお兄さんお姉さんに成長していて、ハキハキとお別れのこと
ばを話している姿はとっても立派だったっぴよ。
　園長先生から卒園証書を受け取ったみんなは、後ろで見守っていた
お父さんやお母さんのもとに歩み寄って、「いつも一緒にいてくれて
ありがとう」とか「いつもおいしいご飯を作ってくれてありがとう」と
か、思い思いのメッセージを伝えてハグをしたんだけど、とても心が
あたたまるシーンで、思わずとみっぴーもウルウルしてしまったっぴ。
　みんな卒園おめでとうだっぴ！ピカピカの小学校１年生になったみ
んなに会えるのを楽しみにしてるっぴよー♪

卒園おめでとうだっぴ！
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双葉郡立診療所の診療案内
診療時間等が変更となる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。

医 療 機 関 名 診　療　科 診　療　日 診療時間・休診日など
双葉郡立好間診療所

（いわき市好間町北好間字外川原12-1）
☎0246-84-8500　

内科・歯科 月・水・金曜日
８：30～11：30　13：00～16：00

整形外科 第３、第５月曜日

双葉郡立勿来診療所
（いわき市勿来町酒井青柳14-1）

☎0246-85-5861 

内科・歯科 火・木曜日
８：30～11：30　13：00～16：00

整形外科 第３、第５火曜日

◆ 材料：２人分

◆ 作り方

◆ ポイント

◆ 栄養成分（１人分）

春野菜の巣ごもり卵
ヘルシーおうちレシピ

旬の食材を積極的に食べましょう。
旬の食材は新鮮でおいしく、栄養もたっぷりです！

●春キャベツ　…………………………　４枚
●さやえんどう　………………………　６枚
●卵　……………………………………　２個
●しめじ　…………………………　１／４袋
●めんつゆ（２倍濃縮）……………　小さじ１
●かつお節　……………………………　適量
●粗挽きこしょう　……………………　少々

①キャベツは食べやすい大きさに切り、さやえんどうはヘタと筋を取って半分に切ります。
②しめじは石づきを取り、小房に分けます。
③耐熱容器にキャベツ・さやえんどう・しめじを入れて真ん中にくぼみをつくります。
④くぼみに卵を割り入れ、卵黄に爪楊枝を刺して穴をあけます。（卵の破裂防止のため）
⑤ふんわりとラップをして500Wの電子レンジで３分程加熱します。
⑥めんつゆ・かつお節・粗挽きこしょうをかけます。

＊時間がない時でも電子レンジで簡単に調理でき、野菜とたんぱく質が手軽に摂れます。
＊かつお節や粗挽きこしょうを入れることで、少ない塩分でもおいしく食べることができます。

☎０２４－５２１－３７９０
または

＃８０００（プッシュ回線・携帯電話）
毎日19：00～翌朝８：00

☎０２４－５２４－３０２０
または

＃７７９９（プッシュ回線・携帯電話）
毎日19：00～翌朝８：00

県こども救急
電話相談

県夜間救急
電話相談

エネルギー 125kcal
たんぱく質 9.6g
脂質 5.7g
炭水化物 10.4g
食塩相当量 0.4g

とみおか保健だより

町内医療機関の診療案内【４月・５月】
診療時間等が変更となる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。

医 療 機 関 名 診　療　科 診　療　日 診療時間・休診日など

とみおか診療所
（富岡町中央３丁目70）
☎0240-22-6522

内　科 ・ 外　科
火曜日 9：00～12：00　（午後休診） 

水・木・金・土曜日 9：00～12：00　13：30～16：30

精神科 第２・第４・第５土曜日
9：00～12：00　13：30～16：30 
※初診は１時間ほど要しますので、
　事前に電話予約が必要です。

とみおか診療所 駐車場内 内部被ばく検査  ４/20（木）・21（金）・22（土） 9：30～15：30 （予約不要）
※日程が変更になる場合があります。 ５/25（木）・26（金）・27（土）

富岡中央医院
（富岡町中央１丁目119）

☎0240-22-6560
外　科 ・ 内　科
小児科 ・ 麻酔科 月・火・水・木曜日 8：30～12：00　13：00～17：30

※事前に電話予約が必要です。

穴田歯科医院
（富岡町字夜の森南３丁目54）

☎0240-22-3522
歯　科

月・火・水・木曜日 9：00～12：00　14：00～17：00

金曜日 9：00～12：00　（午後休診）
さくら歯科医院

（富岡町大字本岡字関ノ前197−７）
☎0240-23-6479

歯　科 火・水・木・金曜日 9：30～13：00　14：00～17：00

さいとう眼科
（富岡町本町２丁目53−２）

☎0240-21-0123
眼　科 月・火・水・木曜日 9：00～12：00　14：00～17：00

※月末に休診日があります。

川村医院
（富岡町小浜字中央737）
☎0240-22-3311

整形外科・内科
外科・リウマチ科

金曜日 ９：00～12：00　13：30～17：00

土曜日 ９：00～12：00　13：30～15：00
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問 産業振興課 農業振興係

次世代につなぐ農業の未来 47
－ Agriculture for the  future －　

シリーズ 「農業復興」

　町は、段階的な営農再開に向け、補助事業の制度化や工事整備を展開しています。　町は、段階的な営農再開に向け、補助事業の制度化や工事整備を展開しています。
　今月は、特定復興再生拠点区域の避難指示解除に伴い、令和５年度からの営農再開方針を策定し　今月は、特定復興再生拠点区域の避難指示解除に伴い、令和５年度からの営農再開方針を策定し
ましたので、お知らせします。ましたので、お知らせします。

富岡町営農再開の基本方針（令和５年度〜令和９年度）
１．基本方針

①富岡町災害復興計画（第二次）後期に基づき「農地の有効な活用による地域産業の再生」をめざ
すための環境整備を進めます。

②「先行して営農再開する地区（農用地区域）の集積が見込まれる農地３５０ヘクタール」を、営
農再開目標面積とします。

③国、県、農業協同組合などとの連携を強化し、「付加価値の高い産地形成」を推進します。
２．作付普及品目

当面の作付普及品目を基幹品目の「水稲」、地域推奨品目の「タマネギ」とします。
３．具体的な取組方針

①各種支援事業により、「営農者（既存・新規）への支援」を継続します。
②関係機関と連携し、「外部からの優良生産法人の誘致」を推進します。
③近隣自治体と連携し、「広域による営農再開」を促進していきます。
④各種施設（加工施設等）を効果的に活用し、「営農者の収益力向上」を図ります。
⑤既存土地改良施設を再整備し、「安定的な農業用水の供給」を確保します。
⑥基盤整備事業を活用し、「作業効率向上による営農規模拡大」を支援します。
⑦担い手の意見、要望を聞き取りし、「今後の方向性を検討」していきます。

４．成果目標（〜令和９年度）

５．先行的に営農再開する地区（農用地区域）  （①～⑤合計面積４０5 . ８haのうち営農再開目標面積 ：３５０ha）
①上郡山 １６ha　②下郡山 ２０ha　③上手岡 １３６ha　④大菅 １４ha　⑤本岡 １６４ha

　拠点区域内の有害鳥獣の捕獲活動は、これまで環境省事業により行われていましたが、避難指示
解除に伴い、４月から富岡町鳥獣被害対策実施隊が行います。捕獲のため拠点内に環境省が設置し
ていた箱わなは一旦撤去し、要請があった場合に改めて実施隊が設置します。
１．対象鳥獣

イノシシ、アライグマ、ハクビシン、タヌキ、キツネ
２．要請の方法

役場産業振興課へご連絡ください。

３．相談から鳥獣捕獲までの流れ
①現地確認（実施隊が現地に行き、痕跡等の調査を行います）
②箱わな設置場所の確認（設置の際は地権者の同意が必要です）
③箱わなの設置
④鳥獣捕獲・回収

品　目 水　稲 タマネギ その他園芸品目
面　積 １５０ ha ３０ ha １７０ ha
担い手   ２７  経営体  ６  経営体  １０ 経営体

特定復興再生拠点区域の避難指示解除後の鳥獣被害対策

広報とみおか　（30）（31）　広報とみおか

とみおかアーカイブ・ミュージアム企画展
「震災遺産を考える２０２３」 〜完全再現・災害対策本部〜 開催中！

　とみおかアーカイブ・ミュージアムは、企画展として「震災遺産を考える２０２３」～完全再現・災
害対策本部～を開催しています。
　常設展示では伝えきれない富岡町の経験を、現物資料を通じて紹介します。「なぜ保全したか」

「この資料は何を訴えるのか」を考え、希望者には学芸員による解説も行います。
　最終日には、文化交流センター「学びの森」で専門家と当事者による対談「震災遺産を語る２０２３」
を開催します。

企画展 「震災遺産を考える２０２３」
　　　　　～完全再現・災害対策本部～

【会　期】　３月４日（土）～５月１４日（日）
　　　　　※月曜日休館

【時　間】　９：００～１７：００　（最終入館１６：３０）
【会　場】　とみおかアーカイブ・ミュージアム
【入場料】　無料

イベント「震災遺産を語る２０２３」
【日　時】　５月１４日（日）１３：００～
【会　場】　文化交流センター「学びの森」
【講　演】　高橋　満　氏（福島県立博物館）
【対　談】　高橋　満　氏 × 滝沢 一美　氏（元富岡町副町長、震災当時は災害対策本部運営の担当課長）
【入場料】　無　料

まな森 TIME
富岡町文化交流センターかわら版

震災当日設置された災害対策本部の様子

問 富岡町図書館

図書館だより図書館だより図書館だより

● ４月の移動図書館運行日

１１日（火） 福島コース

１３日（木） いわき②コース

１９日（水） 町内コース

２０日（木） いわき①コース

２６日（水） 近隣・いわき支所コース

※時間や場所など詳細は「令和５年度 富岡町ふれ
あいカレンダー」をご覧ください。

※天候・災害、新型コロナウイルス感染症の拡大
状況等によっては中止する場合があります。

● 新着図書のご案内
　 新しく受け入れた本の一部をご紹介します。
　 一覧表は、「学びの森」ホームページでご覧になれます。

　政治と宗教
　島薗 進／編（岩波書店）［316.2/セ］

　マンガぼけ日和
　矢部 太郎／著（かんき出版）[493.75/ヤ]

　ハギレが楽しい刺し子の小物
　sashikonami ／著（日本ヴォーグ社）［594.2/サ]

　60歳からの筋トレ入門
　ソネ ジュンコ／著（宝島社）[780.7/ソ］

　真珠とダイヤモンド　上
　桐野 夏生／著（毎日新聞出版）［F/キリ]

　イチからつくるコーラ
　コーラ小林／編（農山漁村文化協会）[K588/イ］

● おはなし会　小さいお子さんに向けて絵本や紙芝居の読み聞かせを行います。申込みは不要です。
　 【日 　 時】　４ 月 ８ 日（ 土 ）　 １ ０：３ ０ ～ １ １：０ ０　　【会 場】　富岡町図書館内　おはなしのへや

問 生涯学習課
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　皆さんこんにちは！一般社団法人とみおかプラスの辺見
です。今回のとみおかプラスだよりでは、移住検討者が宿
泊体験できるお試し住宅について紹介します！
　とみおかプラスでは、富岡町に移住を検討している方の
一助となるよう、住まいや仕事の情報提供のほか、町内案
内を含めた様々な相談に対応するため、２０２２年３月に

富岡町移住相談窓口「とみおかくらし情報館」を開設しました。
　また、短期間の宿泊体験ができる「お試し住宅」を併設し、移住体験プログラ
ムへの参加などを通して町の暮らしについて知ってもらい、富岡町への移住の
お手伝いをしています。実際にお試し住宅を利用し、移住を決めた方もいらっ
しゃいます。これからも富岡町の新しい仲間を増やしていきたいと思います！

◆利用対象者　・町外に住所を有している方
　　　　　　　　・町への移住を検討している方や、町を定期的に訪問し地域
　　　　　　　　 のイベントや活動に参加される方
　　　　　　　　・滞在期間中、移住体験プログラムに参加できる方
　　　　　　　　・暴力団員に該当しない方
◆利 用 人 数　最大６名
◆利 用 期 間　最大５日間　※年末年始を除く
◆利 用 料　無料（食費、交通費、生活に必要な消耗品費等は自己負担）
◆予 約 方 法　利用開始希望日の２週間前までに、HP予約受付フォームから
　　　　　　　  申込み

移住体験プログラムとは？
　富岡町をより詳しく知っていただくためのオーダーメイドの町案内です！
　子育て世帯向けの学校見学や、地域の方や先輩移住者との交流会など、移住
検討者のご希望をヒアリングしてプログラムを作っています。

一般社団法人とみおかプラス
〒979－1111
福島県富岡町大字小浜字中央338（旧竹村写真館）
TEL 0240－23－6919／ FAX 0240－23－6982

移住相談窓口『とみおかくらし情報館』

営業時間 10：00～17：00
　　　　 （年末年始を除く）
TEL 0240－23－6983

お問合せ先

第２回

だより

スタッフコラム
皆さんこんにちは、今野です。
東京から単身赴任で富岡町に
住んで１年半になります。　
仕事は忙しいですが、気の合
う仲間と毎日楽しく過ごしています。
休みの日は海も近いので釣りなどして楽しんで
います♪　
町民の皆さんは明るく楽しい方が多いので、大
変心地良く過ごすことができています♪　
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とみおか写真館では、富岡町が復興していく様子や皆さんの
思い出の場所などをお伝えします。

とみおか写真館とみおか写真館 Vol.72Vol.72

tom0200-006@tomioka-town.jptom0200-006@tomioka-town.jp
問問 企画課 広聴広報係 企画課 広聴広報係

tom0200-006@tomioka-town.jp
問 企画課 広聴広報係

撮影場所のリクエストを
お待ちしているっぴ。
みんなの思い出の場所や
見たいところがあった
ら、企画課までメールし
てっぴ！

紅葉川の河口から穏やかな太平洋を臨む 【３月19日撮影】

新たに開通した浜街道の富岡漁港近くのパーキングエリアから
水平線を見渡すと地球の丸さを実感できます 【３月20日撮影】

春薫る宝泉寺の梅 【３月10日撮影】青空に映える河津桜（曲田地区） 【３月20日撮影】

東日本大震災慰霊碑が建立された場所からは汐橋、
富岡駅、太平洋が一望できます 【３月19日撮影】



広報とみおか　（36）（37）　広報とみおか

No. 測 定 場 所
R ５. ３月１日. ２日

地上１ｍ 地上１cm

71 大東銀行富岡支店前 0.15 0.10 
72 東邦銀行前 0.14 0.13 
73 総合福祉センター前 0.17 0.19 
74 岡内中央児童公園 0.12 0.16 
75 大原本店旧店舗会館前 0.22 0.15 
76 中央消防屯所前 0.15 0.20 
77 富岡中央医院出入口 0.16 0.11 
78 とみおかくらし情報館前 0.15 0.18 
79 さくらモールとみおか出入口 0.16 0.15 
80 さくらモールとみおか前 0.13 0.19 
81 富岡わんぱくパーク前 0.09 0.09 
82 福島銀行富岡支店前 0.18 0.32 
83 とみおか診療所出入口 0.10 0.10 
84 曲田第一団地集会所前 0.07 0.08 
85 富岡小・中学校正門前 0.13 0.11 
86 富岡小・中学校校庭 0.08 0.08 
87 富岡小・中学校駐車場 0.09 0.09 
88 富岡小・中学校進入路 0.14 0.13 
89 富岡漁港 0.08 0.08 
90 龍台寺出入口 0.23 0.18 
91 富岡中央会館前 0.27 0.32 
92 富岡高等学校正門前 0.18 0.17 
93 ローソン富岡小浜店出入口 0.16 0.14 
94 富岡公園 0.07 0.07 
95 清水集会所前 0.15 0.19 
96 西原なかよし広場跡地前 0.14 0.14 
97 福島富岡簡易裁判所前 0.21 0.22 
98 西原消防屯所前 0.18 0.18 
99 大膳原児童公園 0.09 0.09 
100 にこにここども園正門前 0.15 0.16 
101 にこにここども園園庭 0.10 0.10 
102 にこにここども園駐車場 0.15 0.14 
103 にこにここども園進入路 0.13 0.13 
104 西原集会所前 0.17 0.19 
105 防災備蓄南部倉庫前 0.10 0.10 

No. 測 定 場 所
R ５. ３月１日. ２日

地上１ｍ 地上１cm

106 サンライズイン富岡出入口 0.11 0.12 
107 富岡ホテル前 0.08 0.09 
108 富岡駅前 0.07 0.07 
109 富岡駅前なかよし広場 0.10 0.10 
110 浄化センター出入口 0.08 0.07 
111 原下消防屯所前 0.12 0.11 
112 下郡山運動場 0.19 0.22 
113 下郡山集会所前 0.15 0.17 
114 満留賀出入口 0.18 0.19 
115 猪狩スタンド前 0.15 0.15 
116 富岡産業団地公園 0.09 0.11 
117 セブンイレブン福島富岡上郡山店出入口 0.11 0.11 
118 太田集会所前 0.17 0.24 
119 太田消防屯所前 0.10 0.10 
120 リプルンふくしま出入口 0.14 0.13 
121 夜の森さくら通り 0.26 0.26 
122 夜の森公園石碑前 0.27 0.22 
123 夜の森駅前南集会所前 0.25 0.32 
124 夜の森つつみ公園 0.23 0.16 
125 新田第三なかよし広場 0.20 0.18 
126 新田団地出入口 0.32 0.26 
127 和伊んや前 0.48 0.38 
128 サトウ事務器機出入口 0.86 0.55 
129 新夜ノ森集会所前 0.18 0.17 
130 華の樹出入口 0.48 0.33 
131 旧富岡消防署跡地前 0.22 0.16 
132 太平洋ブリーディング手前広場 1.96 2.21 
133 松の前待避所 0.85 0.74 
134 深谷消防屯所前 1.62 3.02 
135 深谷集会所前 1.36 2.51 
136 小良ヶ浜浄化センター前 0.50 0.51 
137 小良ヶ浜集会所前 1.52 2.33 
138 赤坂神社境内 2.57 6.77 
139 小良ヶ浜第二なかよし広場出入口 1.67 0.98 
140 町境道路（小良ヶ浜地区） 0.88 0.71 

測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

測定結果の詳細については、
QRコードからアクセスして、

「とみおか放射線情報まとめサイト」を
ご覧ください。

問 生活環境課 除染対策係

No. 測 定 場 所
R ５. ３月１日. ２日

地上１ｍ 地上１cm

１ 滝川ダム出入口手前駐車場 0.25 0.22 
２ 麓山神社境内 0.23 0.17 
３ 杉内消防屯所前 0.20 0.20 
４ 杉内集会所前 0.22 0.21 
５ ローソン富岡上手岡店出入口 0.25 0.18 
６ 第二工業団地出入口 0.42 0.29 
７ 富岡インターバス待合所前 0.31 0.31 
８ 上千里消防屯所前 0.15 0.16 
９ 地蔵院出入口 0.24 0.25 
10 上手岡多目的集会所前 0.16 0.12 
11 高津戸スクリーニング場 0.12 0.19 
12 高津戸集会所前 0.19 0.27 
13 富岡養護学校正門前 0.27 0.29 
14 大菅集会所前 0.28 0.29 
15 蛇谷須宅地開発公園 0.33 0.55 
16 蛇谷須浄化センター出入口 0.38 0.28 
17 躑

つ つ じ

躅橋歩道（一橋） 0.30 0.54 
18 夜ノ森駅東西自由通路西口出入口 0.14 0.11 
19 夜ノ森駅東口待合室前 0.15 0.14 
20 リフレ富岡跡地出入口 0.30 0.24 
21 桜開花基準木 0.36 0.33 
22 第二躑

つ つ じ

躅橋歩道（二橋） 0.23 0.25 
23 上本町橋進入路 0.36 0.21 
24 下千里集会所前 0.22 0.19 
25 三春街道路線橋歩道（三橋） 0.15 0.16 
26 富岡第二中学校正門跡地前 0.21 0.20 
27 新町消防屯所前 0.25 0.35 
28 総合運動場東側駐車場 0.37 0.36 
29 防災備蓄北部倉庫出入口 0.20 0.14 
30 旧富岡第二小学校体育館前 0.23 0.26 
31 特別養護老人ホーム桜の園出入口 0.10 0.11 
32 宝泉寺前 0.33 0.37 
33 王塚集会所前 0.36 0.64 
34 王塚消防屯所前 0.24 0.32 
35 王塚第一なかよし広場 0.39 0.32 

No. 測 定 場 所
R ５. ３月１日. ２日

地上１ｍ 地上１cm

36 富岡河川公園 0.37 0.30 
37 ふたば医療センター附属病院前 0.11 0.11 
38 学びの森前 0.22 0.22 
39 役場１階玄関前 0.23 0.41 
40 役場２階玄関前 0.20 0.22 
41 食品検査所前 0.15 0.17 
42 満開橋歩道 0.31 0.24 
43 汚泥再生処理センター出入口 0.26 0.48 
44 NHK電波塔出入口 0.36 0.65 
45 ホテル蓬人館前 0.20 0.15 
46 町営野球場前 0.20 0.19 
47 防災備蓄拠点倉庫前 0.17 0.15 
48 富岡町武道館前 0.13 0.13 
49 富岡町総合体育館前 0.17 0.15 
50 グリーンフィールド富岡跡地 0.17 0.09 
51 小浜住宅団地内公園 0.36 0.38 
52 富岡合同庁舎出入口 0.20 0.18 
53 子安橋歩道 0.09 0.11 
54 上本町集会所前 0.18 0.16 
55 成沢の滝山道入口前 0.24 0.18 
56 赤木集会所前 0.13 0.12 
57 富岡工業団地公園 0.19 0.27 
58 ビックイン富岡出入口 0.32 0.30 
59 本町赤木橋歩道 0.26 0.29 
60 諏訪神社参道入口前 0.27 0.27 
61 保應寺出入口 0.20 0.18 
62 岩井戸農村広場 0.14 0.12 
63 上郡山多目的集会所前 0.17 0.17 
64 猪狩電気通信工業看板前 0.26 0.25 
65 本町なかよし広場 0.18 0.19 
66 本町集会所前 0.22 0.21 
67 本町消防屯所前 0.19 0.19 
68 富岡郵便局前 0.13 0.18 
69 岡内東児童公園 0.09 0.09 
70 双葉警察署出入口 0.19 0.33 

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/ｈ）

※令和３年４月より、町内の施設利用状況等を踏まえ、測定点を一新しました。



「 小浜正八幡神社の鳥居が再建 」　 撮影：広報担当

「 グラウンド・ゴルフで元気に交流 」　 撮影：広報担当

　富岡町老人クラブいわき会（渡邉長一会長）のグラウンド・ゴルフ大会が、３月７日、い
わき市新舞子ハイツ多目的グラウンドで行われ、参加者66人が元気に交流を深めました。
　この日は春の日差しが降り注ぐ絶好のグラウンド・ゴルフ日和。副会長の藤原和詮さん
は「離ればなれの避難生活の中、皆さんのつながりがとても大切だと思っています。これ
からもスポーツを通した健康づくりとコミュニティの継続を図っていきたいです」と話さ
れました。この日の最高齢は96歳の横須賀一見さん。健康の秘訣を尋ねると「毎日の散歩
と週２回のグラウンド・ゴルフかな。家では本を読んで頭の体操をしたり、夜の森の桜を
テーマにした詩も書いているよ」と笑顔で話されました。

　東日本大震災の津波で流さ
れた小浜正

しょうはちまん
八幡神社の鳥居

が再建され、３月２日に竣工
式が行われました。
　正八幡神社は、毎年９月に
地域の祭りが開かれるなど、
震災前は住民の「心の拠り所」
として親しまれてきました。
　神社を管理する小浜財産区
１.２.３班権利者会の江又勝
彦会長は「多くの方に訪れてい
ただき、太平洋を望む境内か
らの絶景を見ていただければ
嬉しいです」と話されました。

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

今月の表紙 「卒業しても友情は永遠に」
３月13日に行われた富岡中学校卒業式のあと、恩師を
囲み笑顔で記念撮影。たくさんの思い出を共に作った
仲間たち。変わらない友情をずっといつまでも。
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